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令和元年度第２回兵庫県スポーツ推進審議会 議事録 
 

 

１ 期 日 ・ 場 所   令和２年３月 24 日（火） 14:00～15:30 

            兵庫県民会館 「福」 

            〒650-0011 神戸市中央区下山手通 4丁目 18-1 

 

２ 出 席 者 

   (委員 11 名 )      山口委員    平野委員   倉 委員   吉矢委員    

鵤木委員   恒木委員   増田委員   村崎委員    

陳 委員   榎並委員   石角委員    

        

欠席：長ヶ原委員  尾山委員   小林委員   廣瀬委員     

   

    (幹事 10 名)    ○一幡幹事  ○竹谷幹事  ○大久保幹事  ○吉田幹事 

            成田幹事   村田幹事  ○小俵幹事    西田幹事  

斉藤幹事   山根幹事   長島幹事 

 

         欠席：藤原幹事   

 

藤原兵庫県体育協会事務局長（陪席） 

北中ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事兼神戸ﾏﾗｿﾝ事務局次長（陪席）  

榊ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事兼ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ 2021 関西兵庫県実行委員会事務局副事務局長（陪席） 

（○印は代理出席） 

     

    (教育委員会)    西上教育長 

 

  (事務局)        漁副課長      岡本主任指導主事兼主幹  

大森主任指導主事  本多主任指導主事 

西本指導主事 

 

３ 開会あいさつ   西上教育長 

 

４ 委員・幹事紹介    

             

５ 署名委員の指名   署名委員は、村崎委員、榎並委員に決定 

 

６ 前回議事録の報告 

平成 30 年度第３回兵庫県スポーツ推進審議会の審議事項（「2019 年度スポーツ振興

団体交付する補助金」について）、及び報告事項（「兵庫県ｽﾎﾟｰﾂ推進計画の改定」に

ついて、2019 年度の事業概要について）の議事録について事務局より説明し、承認を受

けた。 
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７ 報 告 事 項 

(1) 新型コロナウイルス感染症への対応状況について 

  新型コロナウイルス感染症に対するこれまでの経緯、及び今後の対応方針について

体育保健課長より報告した。 

 (2) 令和２年度の事業概要について 

①  スポーツ振興課に関する事業概要について、スポーツ振興課長が報告した。 

②  神戸マラソンに関する事業概要について、スポーツ振興課参事が報告した。 

③  WMG2021 関西に関する事業概要について、スポーツ振興課参事が報告した。 

④  ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ推進課に関する事業概要について、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ推進課長が報告した。 

⑤  体育保健課に関する事業概要について、体育保健副課長が報告した。 

  

 

 

８ 審 議 事 項 

「令和２年度スポーツ振興団体に交付する補助金」について 

令和２年度スポーツ振興団体に交付する補助金の内容について事務局より説明し、承

認を受けた。 

 

■ 委員の主な意見及び事務局の説明 

  

 報告事項 新型コロナウイルス感染症への対応状況について 

【石角委員】 

   ○ 県のスポーツイベント、特に中体連・高体連以外の大会及び予選会の実施に対

してどう考えているか。 

【体育保健課】 

   ○ イベントの開催の有無については、今後の新型コロナウイルスの感染の状況を

見ながら判断していく。高体連では、「予選が開催できない場合は、これまでの

成績を参考に選出してもよい」という方針が示されている。小学校、中学校もこ

れに準ずると考えている。 

 

【倉委員】 

   ○ 今、子どもたちは運動したいという欲求があると思うのだが、校庭の開放はさ

れているのか。しばらくは慎まなければいけないのか。 

【体育保健課】 

   ○ 国の方針にもあるように、学校のグラウンドを開放し、そこで運動をすること

を奨励している。体育館のように閉鎖的なところで行う場合は、必ず２ヶ所以上

の窓や扉を開けて、換気をして行うなど、具体的な注意も示されている。 

 

報告事項 ひょうご女性スポーツの会ついて 

【平野委員】 

   ○ ホームページでの情報発信を行っていくと思うが、インスタグラム等の SNS を

活用した情報発信はできないか。 

【スポーツ振興課】 

   ○ ホームページでの発信は行っており、提案のあった SNS での発信も非常に有効

だと思うので、検討していく。 
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報告事項 神戸マラソンついて 

【山口会長】 

   ○ 前回の神戸マラソンが大変評価がよくなったという報告は受けている。数年前

に検討課題であったコースの再検討については必要なくなったということか。 

【スポーツ振興課 神戸マラソン担当】 

   ○ 「安全・安心なコース」、「セントラルスタート・フィニッシュの実現」、「高

速化コースの実現」の３つの柱に神戸らしいコースを加えて検討を進めている。

条件が整えば早急に実現させていく。 

 

報告事項 競技力向上事業「ふるさと選手活用促進プロジェクト」ついて 

【鵤木委員】 

   ○ ふるさと選手活用促進プロジェクトがあっても、大学を出てから兵庫県に戻っ

てくる選手が少ない現状を、どのように分析されているか。 

【スポーツ振興課】 

   ○ 水泳のように、東京の大学を出ても兵庫県で出場していただける団体もあれば、

そうでない団体もあることが原因である。プロジェクトを推進することで、どの

競技団体もふるさと制度を積極的に進めてほしいという思いも入っている。 

 

 

 

９ 閉会あいさつ  長島スポーツ振興課長 

            

10 閉 会  

 

 

 

 

 

 

 

 
 


